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シンポジウム報告:アジアのESDと地理教育
(共催:日本地理教育学会 筑波大学人間系)
人間系との共催で、 2014年10月21日(日)に
筑波大学東京キャンパス文京校舎において、
IESDと地理教育に関する国際シンポジウムj
が開催された。このシンポジウムは、井田仁康
を代表とする科学研究費補助金基盤研究BI地
理、歴史、公民を関連させた社会科としての
ESD実践の構築と発信に関する研究Jの一環と
して実施された。この科研では、本学教育学域
の社会科教育の研究者をはじめ、全国各地の社
会科教育の研究者が研究分担者となっている。
当日の参加者は、研究分担者のみならず、北海
道から広島までの全国各地の大学研究者、大学
院生、中学校・高等学校の教員など、 25名であ
った。
今回のシンポジウムの白的は、アジア各国で
どのように ESDが進展しているのかの情報を
得ることと，そこでの地理教育の役割を考える
ことであった。そのため、韓国、台湾、シンガ
ポールから ESDを研究する社会科教育(地理
教育)研究者をまねき、各患の状況を紹介して
もらい、日本の研究者や実践者と意見交換をし
てもらうこととした。パネラーは、韓国から誠
信女子大学教授の金鐘根氏、台湾から台湾師範
大学准教授の ShenSu-min氏、シンガポール
から南洋理工大学/国立教育研究所准教授 Tan
Geok Chin Ivy氏である。なお、言語は、それ
ぞれの国の言語である韓国語、中居語、英語で
の報告となったが、科研の分担者や大学院生が
日本語に通訳し、 4ヶ密語が開ける毘際色豊か
なシンポジウムとなった。なお、金氏、 She口
氏、 Tan氏はアメリカもしくはイギリスでの留
学経験があり、 3氏とも英語は堪能であるが、
今西の報告はその国の国語(公用語)としても
らった。
韓国での ESDは、 2000年代から本格的に取
り組まれるようになったが、環境教育の延長上
にあり、広域な分野を包含するような ESDに
はなっていないことが報告された。台湾でも
2011年に環境教育法が施行されたこともあり、
ESDは環境教育の延長上にあることが報告され
た。一方で ESD推進の中核となる学校教育の
地理の単位が数年後に減らされることになり、
それが地理および ESDの推進の障害になるの
ではとの危倶があることも報告された。シンガ
ポールでは、教科課程の考え方に、 21世紀型ス
キルを取り入れ、 ESDもこの一環としての位置
づけになること、および高等学校段階では、地
理だけでなく、社会科、歴史、文学といった結
合型文系教科により、教科横断型に学習される
ことが可能であることが報告された。これらの
報告のあと、日本との比較、実際の教育現場で
の取り組みの報告などがフロアーの参加者との
意見交換の中でなされた。参加人数は必ずしも
多いとはいえないが、その分、中味のある討議
ができた。
このように、アジアからの研究者を招き、有
意義な議論ができたのは、人間系(学域)とい
った組織が支援してくれたからに他ならない。
人間系の先生方に感謝したい。科研での研究グ
ループの研究ではあるが、その過程や成果をこ
うした場で公にできた意義は大きいと考える。
個人や眼られた研究集団をこえて研究の輪を広
げることは、学域としても推進していくべきで
あろう。
(井田仁康)
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全国大学国語教育学会第127回大会報告
2014年1月8日(土j・9日(日)の両日、第127@]
全国大学国語教育学会筑波大会を、筑波大学第
2エリアを主な会場として開催した。
全国大学菌語教育学会は、 1950年に、大学の
国語教育講座を担当する教員を中心に国語教育
研究の充実と発展を期して結成され、現在では、
会員の層も拡大し、会員数は1200名を超える研
究団体となっている。
大会は春期と秋期の年2@]開催され、筑波大
学では第121ilに開催された。この持にも人間
系教育学域共催で実施している。諸般の事情で
前回の開催からまだ日が浅い段階での開催であ
る。参加者数は399名であった。前回同様に、
人間系教育学域教員・院生をはじめ、人文社会
系教員など、多くの本学関係者の参加-協力の
下で実施された。
大会は、開催前日の午後に関かれた学会誌編
集委員会と常任理事会(於オークラフロンテイ
アホテルつくば)に続いて、第 1日日午後に理
事会-総会、懇親会が、第2日目午後に、各撞
委員会が大会会場内で開催された。
研究発表関係では、個人研究発表が98件、シ
ンポジウム 1件、課題研究発表 1件、公開講座
l件で、 2日間にわたって行われた。
学会主催のプログラムとしては、第 1B自の
シンポジウム 1件、第 2B自の課題研究発表1
件、公開講座 l件がある。シンポジウムのテー
マは「国語教育史の第三次的研究jで、筑波大
学人間系教育学域の甲斐雄一郎会員をコーデイ
ネーターにして、同 大高泉氏(非会員・招待)、
静岡大学坂口京子会員、信州大学八木雄一郎会
員の 3名を登壇者として進められた。国語教育
史研究は、本学会においてはとくに充実した研
究の蓄積があるが、それだけに今後を展望した
研究方法論の再検討が必要な時期に差し掛かっ
ている。今回は人間系教育学域の構成員で理科
教育学研究を牽引する大高氏から他の教科領域
での歴史研究についての示唆深い提案があり、
これを受けて 3名の国語教育史研究者の提案が
新鮮な展望の下で熱心に議論された。課題研究
発表は、本学会の研究部門委員会が企画・実施
しているもので、今回のテーマは「国語科カリ
キュラムの再検討(3)一言語文化の観点から-J
である。大阪教育大学松山雅子会員をコーデイ
ネーターとして、高知大学渡辺春美会員、早稲
田大学町田守弘会員、琉球大学村上呂里会員の
3名を登壇者として進められた。このシリーズ
は、テーマごとに 3回分が1冊の著作物として
公刊されている。公開講座も研究部門委員会の
企画・実施によるもので、会員はもとより、非
会員の現職教員の参加(公開講座のみ参加費無
料)を想定してテーマが選ばれている。今回は、
「国語科授業の単元的展開①jである。
本学会は、これらの企画を通じて、関連する
学問研究領域との積極的な交流を進めると同時
に、研究成果の発信にも努めている。
本大会の開催にあたりましては、人間系教育
学域をはじめ、多くの方々からのご協力・ご支
援をいただきました。心よりおネしを申し上げま
す。
(文責:全国大学園諾教育学会筑波大会実行委員
長塚田泰彦)
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国際交流・共同研究に関する FD
国際交流としての共同研究や学生交流が、大
学をはじめとして奨励されている。教育学域で
も従来から、偲人研究、共同研究として国際交
流をおこなってきた。しかし、それらの国際交
流は、関係する一部の教員のみで周知すること
が多く、学域全体で把握できてはいなかった。
そこで、教育学域の教員がかかわっている国際
研究交流、学生交流の清報を提供しあい、お互
いの研究を刺激し、必要に応じてそれぞれのパ
イプを利用してさらなる国際的な研究交流、学
生交流の輪を広げる目的で、専攻、学類との共
催で FDを開催することとした。今回は、個人
研究は除き、共同研究を対象とした。この FD
を実施するに先立ち、学域の国際交流に関する
委員会(井田(委員長)、嶺井、清水、演田、藤
田)を立ち上げ、 FDを実施することになった。
FDは、 12月10臼ωに実施された。内容は函
際的な研究交流のみならず、学生交流の紹介も
あったため、学域の教員のみならず、関心のあ
る大学院生も集まった。開催時間は、学域、専
攻に関する会議が終了した、 15:30から約 2時
間であっt:.o 報告は表に示したように、 10の報
告が行われたが、 2時間という時間の制約の中、
それぞれの発表は10分となった。しかし、それ
ぞれの報告者が10分で必要な情報を提供してく
れ、また、発表も工夫されていたので、充実し
た内容であった。
タイ・カセサート大学問属学校には、毎年、
日本語指導の補助教師として、人間学群の学生、
大学院生を派遣し、効果をあげていることが報
告された。韓国へは2012年から教育研究科や教
育学類の学生を引率し、韓国との大学生との交
流が函られていること、ソウル大学との交流の
状況が報告された。東北師範大学については学
域から、および先方からも両大学問で研究者の
行き来があり、研究交流が深められていること
が報告された。北京師範大学、華東師範大学と
は研究交流のみならず、本大学院の教育学、教
育基礎学、学校教育学専攻などの大学院の説明
会場ともなっている実績が報告された。台湾師
範大学とは、研究者交流、学生交流に実績があ
ること、ホーチミン師範大学については、主に
大学院生との交流について、カザフスタン国立
教育大学についても研究者交流が始まったこと
が、それぞれ報告された。また、本年度から大
学院において、以前から研究交流のあったメル
ボルン大学と学生交流がおこなわれるとの報告
がなされた。さらに、 CRISEDから、 CRISED
の役割や教育学域と SEAMEO，APECとの交
流の必要性について報告された。最後に、本大
学技の修了生が、韓国、タイ、スリランカで大
学の教員となっていることが紹介され、今後の
教育学関係の研究および、学生交流の窓口になっ
てもらえることが確認された。
このように、共同研究ではアジアを iや心に進
められているが、個人研究ではアメリカやヨー
ロツノ仁オセアニアともノfイプをもっており、
今後の教育学域としての国際研究交流、学生交
流の明るい展望が示された FDであった。
(井出仁康)
表 国際交流 FDのプログラム
報告タイトル 報告者
タイ カセサートとの学生交流 佐藤博志
韓国との学生交流 !調分 J，f.t 1J~ 
東北締範大学との交際交流 吉田武男
北京師範大学・華東師範大学と J二EEl孝典の間際交流
台湾師範大学との1:lIl際交流 根津)lJi実
ホー チミン師範大学との[!l際交流 手打 i明敏
カザフスタン国立教育大学 タスベコア・クアニシ
メルボルン大学との国際交流 清水美憲
CRICEDの教育学域に関する
取り組み
情報交換など 進行:学域代表
??
